
　

本
書
は
、
菊
池
氏
が
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に

華
僑
研
究
に
着
手
し
て
以
来
個
別
に
発
表
し
て

き
た
論
文
に
新
た
な
書
き
下
ろ
し
を
加
え
、
全

体
的
な
統
一
を
は
か
り
、
一
書
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
氏
の
研
究
歴
か
ら
す
れ

ば
、「
中
国
工
業
合
作
運
動
史
」
研
究
の
過
程

の
な
か
で
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
来
た
テ
ー
マ

が
よ
う
や
く
一
つ
の
形
を
な
し
、
公
刊
に
至
っ

た
も
の
と
い
え
よ
う
。編
別
構
成
は
序
論
以
下
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
章　

戦
時
期
に
お
け
る
全
日
本
華
僑
の
動

態
と
構
造

第
二
章　

日
本
植
民
地
台
湾
に
お
け
る
「
華
僑
」

の
動
態
と
特
質

第
三
章　

日
本
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
華
僑
の

動
態
と
対
日
抵
抗

第
四
章　
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
下
に
お
け
る
南

洋
華
僑
の
「
媚
日
」
と
抗
日

―
汪

精
衛
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
関
連
さ
せ

て

第
五
章　

戦
時
期
日
本
・
台
湾
・
朝
鮮
・
南
洋
に

お
け
る
華
僑
学
校
教
育

―
そ
の
実

態
と
特
質

結
論
・
後
記
・
索
引

　

本
書
を
通
じ
て
、
戦
時
下
樺
太
か
ら
東
南
ア

ジ
ア
に
い
た
る
広
範
な
地
域
の
華
僑
の
置
か
れ

て
い
た
状
況
、
各
政
治
勢
力
（
日
本
、
国
民
政

府
、
汪
政
府
な
ど
）
の
華
僑
対
策
、
そ
し
て
華

僑
側
の
対
応
を
俯
瞰
す
る
上
で
の
さ
ま
ざ
ま
の

素
材
、
ヒ
ン
ト
を
獲
得
す
る
こ
と
で
き
た
。
特

に
、
樺
太
、
北
海
道
（
札
幌
）、
沖
縄
の
華
僑
に

つ
い
て
は
初
め
て
知
る
こ
と
が
多
く
、
大
変
勉

強
に
な
り
、
ま
た
沖
縄
と
台
湾
と
の
関
係
に
つ

い
て
の
検
討
（
華
僑
問
題
と
は
別
だ
が
）
も
興
味

深
か
っ
た
。
そ
し
て
、こ
れ
ら
を
可
能
に
し
た
、

氏
の
資
料
探
求
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、
前
作

『
中
国
工
業
合
作
運
動
史
の
研
究

―
抗
戦
社

会
経
済
基
盤
と
国
際
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
抗
日
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）

を
読
ん
だ
と
き
受
け
た
の
と
同
じ
よ
う
な
感
銘

を
覚
え
た
。
な
お
タ
イ
ト
ル
に
い
う
「
戦
争
」

と
は
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」
の
こ
と
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
一
九
三
七
年
七
月
の
盧
溝
橋

事
件
以
降
を
指
す
。

　

と
こ
ろ
で
氏
は
今
後
の
研
究
と
出
版
の
計
画

に
つ
い
て
早
く
も
次
に
よ
う
に
宣
言
し
て
い
る
。

「
本
書
で
私
の
華
僑
史
研
究
が
終
わ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
現
在
、
戦
時
期
に
お
け
る
世
界
華

戦
時
下
世
界
華
僑
の

全
体
的
把
握
に
向
け
て
の
新
た
な
一
歩

安
井 

三
吉

菊
池
一
隆
著

戦
争
と
華
僑

―
日
本
・
国
民
政
府
公
館
・
傀
儡
政
権
・

華
僑
間
の
政
治
力
学

A
5
判　

五
二
〇
頁

汲
古
書
院
［
一
二
、
六
〇
〇
円
］
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19　　戦時下世界華僑の全体的把握に向けての新たな一歩

僑
動
態
（
日
本
な
ど
を
除
く
）
の
研
究
を
継
続
し

て
い
る
。
今
回
は
日
本
、植
民
地
台
湾
と
朝
鮮
、

及
び
日
本
軍
政
下
の
南
洋
に
焦
点
を
絞
っ
た
た

め
、
前
述
の
如
く
、
研
究
の
半
分
を
結
晶
化
さ

せ
た
だ
け
で
あ
る
。
本
書
に
所
収
で
き
な
か
っ

た
残
り
半
分
は
新
た
に
﹁
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦

争
下
の
ア
メ
リ
カ
華
僑
の
抗
日
動
態
﹂、﹁
重
慶

国
民
政
府
と
欧
州
華
僑
動
態
﹂（
共
に
仮
題
）
な

ど
を
書
き
加
え
、か
つ
既
発
表
論
文
も
推
敲
し
、

新
た
に
入
手
し
た
史
料
で
内
容
を
充
実
さ
せ
、

数
年
内
に
『
中
国
国
民
政
府
の
政
策
と
世
界
華

僑
動
態
』（
仮
題
）
と
し
て
出
版
予
定
で
い
る
。

こ
の
二
冊
の
専
門
書
に
よ
っ
て
、
戦
時
期
に
お

け
る
地
球
規
模
で
の
華
僑
の
動
態
と
構
造
の
全

面
的
解
明
を
目
指
し
て
い
る
。」（
四
九
二
頁
）。

　

ま
こ
と
に
気
宇
壮
大
な
構
想
で
あ
り
、
し
か

も
「
数
年
内
」
と
期
限
を
切
っ
て
い
る
。
本
書

が
書
か
れ
て
す
で
に
一
年
半
を
経
過
し
て
お

り
、
新
著
の
刊
行
は
間
近
と
考
え
て
よ
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
機
会

に
伝
え
て
お
く
べ
き
こ
と
は
伝
え
て
お
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
、
二
つ
の
点
に
つ
い

て
疑
問
を
呈
し
て
お
き
た
い
。
第
一
は
、
戦
時

下
の
日
本
留
学
生
の
抵
抗
運
動
に
つ
い
て
で
あ

る
が
（
一
六
四
―
二
二
二
頁
）、「
中
国
共
産
党

東
京
支
部
」
事
件
（
一
九
三
九
年
、
芝
寛
、
浅
川

謙
次
な
ど
が
関
与
し
た
と
し
て
い
る
）、「
満
洲
国

留
学
生
左
翼
グ
ル
ー
プ
」
事
件
（
一
九
四
一

年
）、
そ
し
て
国
民
党
系
の
「
満
洲
国
留
日
学

生
治
安
維
持
法
違
反
」
事
件
（
一
九
四
一
年
）、

「
反
満
抗
日
グ
ル
ー
プ
」
事
件
（
一
九
四
二
年
）

な
ど
を
官
側
資
料
を
基
に
詳
細
に
論
じ
、「
日

本
人
の
運
動
が
窒
息
し
、
華
僑
が
沈
黙
、
も
し

く
は
積
極
的
に
日
本
を
支
援
し
て
い
く
状
況
下

で
、
む
し
ろ
日
本
国
内
で
対
日
抵
抗
を
明
確
に

し
た
と
い
う
点
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
歴
史

的
意
義
を
過
小
評
価
で
き
な
い
。」（
二
一
七
頁
）

と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
私
は
こ
れ

は
過
大
評
価
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

朝
鮮
華
僑
の
「
武
力
抗
日
闘
争
」
に
つ
い
て

の
記
述
と
評
価
に
つ
い
て
も
同
様
の
感
想
を
抱

か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
菊
池
氏
は
、「
仁
川

事
件
」（
一
九
四
〇
年
）
と
「
自
起
団
」
事
件
（
一

九
四
二
年
）
の
二
つ
を
取
り
上
げ
て
、
こ
れ
ら

の
事
件
が
八
路
軍
や
蔣
介
石
政
権
系
工
作
員
と

の
連
携
の
下
で
展
開
さ
れ
た「
武
力
抗
日
闘
争
」
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と
し
て
高
い
評
価
を
加
え
て
い
る
が
、
た
と
え

ば
「
仁
川
事
件
」
に
つ
い
て
菊
池
氏
が
具
体
的

に
あ
げ
て
い
る
「
事
件
」
と
は
、
諜
報
活
動
が

主
で
、「
武
力
」
の
実
態
は
「
ゲ
リ
ラ
的
な
放

火
事
件
」（
三
一
九
頁
）で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
武

力
闘
争
」
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
か
？　

さ
ら
に

は
、「
戦
争
後
期
、
弱
体
化
し
つ
つ
あ
っ
た
日

本
に
と
っ
て
﹁
友
邦
﹂
南
京
汪
政
権
下
の
総
領

事
館
、
及
び
一
般
華
僑
双
方
か
ら
の
抵
抗
は
痛

撃
と
も
な
り
、
日
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
に
亀

裂
を
入
れ
、
そ
の
崩
壊
を
加
速
化
さ
せ
た
も
の

と
い
え
よ
う
。」（
三
一
九
頁
）
と
も
述
べ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
過
大
な
評
価
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
？

　

以
下
、
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
で
あ
る
が
気
づ
い
た

こ
と
を
記
し
て
お
こ
う
。
参
考
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

①
一
九
三
八
年
五
月
一
八
日
の
「
旅
日
華
僑

連
合
会
」
に
神
戸
華
僑
が
出
席
し
な
か
っ
た
理

由
の
一
つ
に
「
水
害
の
た
め
か
」
と
い
う
点
を

あ
げ
て
い
る
が
（
三
四
頁
）、
神
戸
大
水
害
は

七
月
の
こ
と
だ
か
ら
無
関
係
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
こ
の
「
連
合
会
」
開
催
の
中
心
に
な
っ
た
の
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…
…
大
き
な
喜
び
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
」（
六

三
頁
）、「
南
京
汪
政
権
の
成
立
は
朝
鮮
華
僑
に

と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
」（
三
一
八
頁
）、

「﹁
大
東
亜
戦
争
﹂
が
勃
発
す
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム

華
僑
五
〇
万
人
は
一
致
し
て
奮
起
し
、
日
本
軍

に
協
力
し
て
い
る
」（
三
五
五
頁
）、「
日
本
軍
は

抗
日
華
僑
の
取
締
り
を
一
層
厳
し
く
し
、
か
つ

日
本
の
﹁
東
亜
建
設
﹂
の
意
図
を
明
ら
か
に
す

る
布
告
を
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
ビ
ル
マ
華
僑

は
﹁
大
東
亜
共
栄
圏
﹂
建
設
こ
そ
唯
一
の
道
と

よ
う
や
く
自
覚
し
」（
三
五
七
頁
）、「
汪
政
権
の

成
立
は
、
日
本
が
﹁
敵
国
﹂
か
ら
﹁
友
邦
﹂
に

大
転
換
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
日
本
華
僑
は
そ

れ
を
好
意
的
に
受
け
と
め
、
大
歓
迎
し
た
」（
四

八
〇
頁
）。「
懸
命
に
」「
非
常
に
興
奮
し
」「
大

き
な
喜
び
」「
五
〇
万
人
は
一
致
し
て
奮
起
し
」

「
よ
う
や
く
自
覚
」「
大
歓
迎
」
と
い
っ
た
言
葉

は
、
こ
の
時
期
の
華
僑
の
心
情
を
表
現
す
る
も

の
と
し
て
過
大
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら

く
、
官
側
文
書
や
新
聞
な
ど
資
料
の
表
現
を
そ

の
ま
ま
事
実
と
し
て
使
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

い
か
が
で
あ
ろ
う
か
？

　

⑧
神
戸
の
華
僑
学
校
に
つ
い
て
の
記
述
は
正

は
だ
れ
な
の
か
。

　

②
一
九
三
九
年
の
天
津
租
界
問
題
当
時
の

華
北
の
日
本
軍
は
、「
天
津
駐
屯
軍
」（
三
六
頁
）

で
は
な
く
北
支
那
方
面
軍
で
あ
る
。

　

③
「
全
日
本
華
僑
総
会
」
の
成
立
に
関
し
、

内
務
省
の
リ
ー
ド
を
指
摘
す
る
一
方
、「
華
僑

側
も
幇
勢
力
や
日
本
各
地
域
の
分
断
し
た
状
況

を
打
開
す
る
た
め
に
も
統
一
の
必
要
性
は
認
識

し
て
い
た
」（
四
〇
頁
）
と
し
て
、
華
僑
側
の
内

的
な
必
要
性
も
そ
の
要
因
と
し
て
い
る
が
、
一

九
四
〇
年
と
い
う
時
点
で
華
僑
側
に
そ
の
よ
う

な
必
要
性
が
本
当
に
存
在
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
？　
「
幇
勢
力
」
と
は
「
郷
幇
」
の
こ
と
で

あ
ろ
う
が
こ
の
時
期
そ
れ
が
特
に
問
題
に
な
っ

て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
、
一
九
三
七
年

一
二
月
の
中
華
民
国
臨
時
政
府
成
立
を
契
機
と

す
る
華
僑
の
傀
儡
政
権
支
持
へ
の
転
換
に
は
、

道
府
県
の
外
事
課
（
係
）
の
役
割
が
大
き
か
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
が
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
？

　

④
一
九
四
〇
年
当
時
の
「
日
本
各
地
の
華
僑

﹁
約
一
〇
万
人
﹂」（
四
一
頁
）
と
あ
る
が
、
こ
こ

で
「
日
本
各
地
」
と
は
ど
の
範
囲
を
い
う
の
だ

ろ
う
か
？　
「
一
〇
万
」と
は
多
す
ぎ
な
い
か
？

　

⑤
台
湾
華
僑
に
関
連
し
て
、「
台
湾
人
も
華

僑
と
し
て
の
特
質
を
有
し
」（
二
二
四
頁
）
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
な

の
か
。「
福
建
人
も
…
…
」「
広
東
人
も
…
…
」

と
い
う
こ
と
と
同
じ
意
味
で
な
の
か
？　

さ
ら

に
説
明
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

⑥
日
本
の
弾
圧
・
再
編
に
対
す
る
台
湾
、
朝

鮮
、
南
洋
各
華
僑
の
対
応
を
検
討
す
る
際
、

「﹁
媚
日
﹂・
背
反
・
抗
日
」（
七
頁
）
と
い
う
三
つ

の
概
念
を
用
い
て
検
討
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る

が
、「
南
洋
」
華
僑
に
つ
い
て
「﹁
媚
日
﹂
と
抗

日
」
と
い
う
枠
組
み
が
適
用
さ
れ
て
い
る
（「
背

反
」
は
な
い
）
が
、台
湾
、朝
鮮
に
つ
い
て
は
「
媚

日
」
と
い
う
枠
組
み
も
使
わ
れ
て
い
な
い
。
一

貫
性
、
全
面
性
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

⑦
戦
時
下
の
日
本
軍
、
当
局
の
動
き
に
対
す

る
華
僑
の
対
応
に
つ
い
て
の
描
写
に
つ
い
て
は

疑
問
を
禁
じ
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
伊
勢
神
宮

へ
の
参
拝
な
ど
に
つ
い
て
、
華
僑
は
「
懸
命
に

日
本
当
局
と
の
融
和
を
図
っ
て
い
る
」（
五
三
〜

五
四
頁
）、「
東
京
華
僑
二
〇
〇
〇
余
人
が
南
京

汪
政
権
の
英
米
へ
の
宣
戦
布
告
後
、
非
常
に
興

奮
し
」（
五
五
頁
）、「
南
京
汪
政
権
の
成
立
は
、



（
一
三
九
―
一
四
〇
頁
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
居

留
地
問
題
と
華
僑
を
含
む
在
日
外
国
人
の
土
地

所
有
権
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、

地
代
と
地
税
の
関
係
に
つ
い
て
の
叙
述
が
混
乱

し
て
い
る
。「
領
事
館
が
所
有
権
を
獲
得
し
た
」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。正
確
な
記
述
を
望
む
。

　

⑩
南
京
汪
政
権
に
つ
い
て
、
全
体
的
に
は
、

「
結
果
的
に
日
本
に
よ
る
侵
略
戦
争
を
擁
護
す

る
と
い
う
決
定
的
な
誤
り
も
犯
し
て
い
る
。」

と
し
な
が
ら
、「
華
僑
問
題
に
限
定
す
る
と
、

不
可
思
議
な
る
事
実
に
突
き
当
た
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
前
述
の
如
く
、
臨
時
政
府
は
日
本
支
持

を
潔
し
と
し
な
い
華
僑
の
受
け
皿
と
な
っ
た
。

…
…
あ
く
ま
で
も
日
本
支
配
下
と
い
う
枠
内
に

限
定
す
れ
ば
、
理
念
的
、
実
践
的
に
日
本
フ
ァ

シ
ズ
ム
体
制
そ
の
も
の
を
否
定
で
き
な
い
と
い

う
限
界
や
多
く
の
問
題
点
を
持
ち
つ
つ
も
、
南

京
汪
政
権
の
対
日
外
交
交
渉
、
華
僑
地
位
・
人

権
保
全
な
ど
の
活
動
も
過
小
評
価
で
き
ず
、
日

本
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
抵
抗
形
態
の
一
つ

と
し
て
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。」（
四
八
八
頁
）

と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
日
本
フ
ァ
シ

ズ
ム
に
対
す
る
抵
抗
形
態
の
一
つ
」
と
い
う
の
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確
さ
を
欠
い
て
い
る
。
神
戸
華
僑
同
文
学
校
の

成
立
年
を
「﹁
一
八
九
七
年
﹂（
一
般
に
は
一
八

九
九
年
と
さ
れ
て
い
る
）
」（
三
九
七
頁
）
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
な
に
か
？　
「
一
九
〇

七
年
神
戸
中
華
学
校
、
一
二
年
神
戸
華
強
学
校

が
開
設
さ
れ
た
…
…
一
四
年
﹁
神
阪
中
華
公
学
﹂

と
称
し
た
が
…
…
三
四
年
﹁
神
阪
中
華
小
学
﹂
と

改
称
し
た
」（
同
頁
）
と
す
る
が
、
こ
れ
は
「
一

九
一
四
年
神
戸
華
強
学
校
、
一
九
年
中
華
学
校

が
開
設
さ
れ
…
…
二
八
年
神
戸
華
強
学
校
と
中

華
学
校
と
が
合
併
し
て
神
阪
中
華
公
学
と
な
り
」

と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、「
用
務
員
翁
阿
来

は
大
同
学
校
で
」（
四
〇
〇
頁
）
と
あ
る
が
、
神

戸
の
は
「
中
華
同
文
学
校
」
で
あ
り
「
大
同
学

校
」
は
横
浜
の
学
校
で
あ
る
。

　

⑨
長
崎
華
僑
に
関
す
る
記
述
に
、「
一
八
九

二
年
﹁
永
大
租
借
権
（
永
代
租
借
権　

評
者
）
﹂

の
取
得
以
来
、毎
年
﹁
当
地
政
府
﹂（
長
崎
県
庁
？

菊
池
）
に
地
代
を
支
払
っ
て
き
た
。
一
九
四
二

年
四
月
﹁
永
大
借
地
権
（
永
代
租
借
権　

評
者
）﹂

が
取
り
消
さ
れ
、
領
事
館
が
所
有
権
を
獲
得
し

た
が
、
相
変
わ
ら
ず
地
税
を
納
め
た
。
数
度
折

衝
し
、
四
三
年
や
っ
と
税
が
免
除
さ
れ
た
。」
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も
過
大
評
価
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　

以
上
、
や
や
問
題
点
の
指
摘
に
偏
り
す
ぎ
た

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
先
に
も
触
れ
た
よ

う
に
菊
池
氏
の
貪
欲
な
ま
で
の
資
料
の
探
求
、

現
地
調
査
の
徹
底
は
「
工
業
合
作
運
動
史
」
研

究
の
と
き
と
全
く
変
わ
る
こ
と
が
な
く
、
問
題

へ
の
接
近
は
ま
こ
と
精
力
的
で
あ
る
。
の
み
な

ら
ず
、戦
時
下
の
華
僑
の
「
動
態
」
を
単
に
「
抗

日
」
の
側
面
か
ら
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

事
実
の
発
掘
や
研
究
の
新
し
い
枠
組
み
の
提
示

な
ど
の
点
で
多
く
の
問
題
提
起
の
書
と
な
っ
て

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。「
足
で
書
く
」
と

は
菊
池
氏
の
研
究
姿
勢
に
相
応
し
い
言
葉
で
あ

る
。
本
書
は
、
華
僑
研
究
だ
け
で
な
く
、
日
中

戦
争
、
ア
ジ
ア･

太
平
洋
戦
争
研
究
に
も
一
石

を
投
じ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
新
著
の
一
日
も

早
い
公
刊
を
待
つ
も
の
で
あ
る
。

（
や
す
い
・
さ
ん
き
ち　

神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　

♠


